
▼
特
別
休
暇
「
夏
季
に
お
け
る
健
康
保

持
」
（
夏
季
休
暇
）

・
原
則
６
日
、
取
得
単
位
は
１
日
又
は

半
日
相
当

・
対
象
期
間
は
６
月
１
日
か
ら
10
月
31

日
▼
永
年
勤
続
表
彰
等
に
か
か
る
職
免

・
勤
続
10
年
は
１
日
、
20
年
は
２
日
、

30
年
は
３
日
、
40
年
は
３
日

・
対
象
者
、
取
得
期
間
は
詳
細
に
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
教
頭
に
確
認
が
必
要
。

▼
学
校
閉
庁
日

・
８
月
13
日
（
火
）
か
ら
16
日
（
金
）

の
４
日
間

学
校
閉
庁
日
の
位
置
づ
け
は
、
代
表

勤
務
を
置
く
必
要
が
な
い
日
、
部
活
動

を
行
わ
な
い
日
、
と
教
育
委
員
会
は
通

知
し
て
い
ま
す
。
服
務
上
の
留
意
事
項

に
は
、
年
末
年
始
と
異
な
り
、
服
務
上

は
「
休
日
」
で
は
な
い
こ
と
。
土
曜
授

業
等
の
週
休
日
の
振
替
日
又
は
年
次
休

暇
の
取
得
促
進
日
と
す
る
こ
と
。
と
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教
職
員
の
出

勤
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
特
に
、

｢

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
個
別

の
事
情
に
十
分
配
慮
し
、
休
暇
取
得
を

強
制
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
。｣

と
太
字

で
記
載
が
あ
り
ま
す
。
（
５
月
10
日
付

通
知
）
さ
ら
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
方
々
に
は
、
別
紙
「
学
校
閉
庁
日
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
が
発

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
教
員
の
職
免
研
修

教
育
公
務
員
特
例
法
第
22
条
（
研
修

の
機
会
）

｢

教
育
公
務
員
に
は
、
研
修
を
受
け
る

機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

教
員
は
、
授
業
に
支
障
の
な
い
限

り
、
本
属
長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務

場
所
を
離
れ
て
研
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

３

（
略
）｣

教
育
委
員
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る
研

修
へ
の
参
加
に
申
請
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
民
間
の
研
究
団

体
な
ど
が
実
施
す
る
研
修
会
な
ど
に
参

加
す
る
場
合
は
、
職
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
申
請

書
類
と
研
修
案
内
等
の
資
料
を
２
週
間

前
ま
で
に
教
職
員
課
制
度
係
ま
で
送
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
7
月
8

日
付
通
知
）
。

教
員
に
は
、
自
主
的
に
研
修
を
す
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
な
ど
は
、

研
修
を
豊
か
に
行
う
絶
好
の
機
会
で
す
。

２
面
に
研
究
大
会
等
の
案
内
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

年
休
の
取
得
は
強
制
で
き
な
い

法
律
で
年
次
有
給
休
暇
を
５
日
以
上

取
得
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
夏

休
み
中
に
取
得
す
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
大
い
に
活
用
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
取
得
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
６
月
25
日
付
の
通
知
に
「
年

次
休
暇
の
連
続
休
暇
等
の
取
得
促
進
」

と
あ
り
ま
す
が
、
来
年
３
月
末
ま
で
の

期
間
を
考
え
る
と
残
し
て
お
き
た
い
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
の
教
職
員
組
合
と
の

学
習
交
流
会
で
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
年
休
の
取
得
期
間
が
９
月
か
ら
翌
年

８
月
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間
設
定

の
方
が
活
用
し
や
す
い
の
で
は
、
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

代
表
勤
務
は
学
校
の
実
情
を
最
優
先

教
育
委
員
会
の
６
月
25
日
付
の
通
知

で
は
、｢

代
表
勤
務
に
つ
い
て
、
原
則
２

名
体
制
と
し
て
い
る
が
、
学
校
の
実
情

に
応
じ
て
１
名
体
制
も
可
能
と
す
る
。

各
学
校
の
教
員
数
等
の
実
情
に
応
じ
て

選
定
し
、
必
ず
正
規
教
職
員
を
１
名
確

保
す
る
こ
と
。｣

と
あ
り
ま
す
。
教
育
委

員
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
代
表
勤
務

は
、
学
校
の
実
情
を
最
優
先
し
て
実
施

す
る
よ
う
で
す
。
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権利を活用して夏休みを有意義にすごそう

小
倉
造
兵
廠
④

（
小
倉
北
区
）

情
報
漏
洩
未
遂
事
件

１
９
３
７
年
11
月
５
日
、

無
断
欠
勤
し
失
踪
し
た
工

員
が
大
阪
市
で
軍
機
保
護

法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
彼
は
酒
色
に

ふ
け
り
家
賃
を
滞
納
し
、

遊
興
費
欲
し
さ
に
工
廠
内

の
状
況
を
中
華
民
国
領
事

館
に
売
る
目
的
で
接
触
し

た
も
の
の
果
た
せ
ず
、
再

び
接
触
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
を
警
察
に
逮
捕
さ
れ

ま
し
た
。

落
書
事
件

１
９
３
８
年
５
月
７
日
、

廠
内
の
ト
イ
レ
で
次
の
落

書
が
発
見
さ
れ
、
工
廠
は

憲
兵
隊
の
協
力
を
得
て
捜

査
し
ま
し
た
が
、
犯
人
が

特
定
で
き
た
か
は
不
明
で

す
。「

工
廠
は
（
４
文
字
不

明
）
は
今
だ
立
て
／
お
前

達
は
平
々
凡
々
と
し
て
上

の
言
う
通
り
に
な
っ
て
い

る
が
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

間
迄
働
い
て
居
る
職
工
と

銭
を
持
っ
て
居
る
者
と
の

差
を
考
え
よ
、
工
廠
の
諸

君

金
持
を
倒
せ
、
そ
し

て
労
働
国
家
を
建
て
よ
／

物
価
騰
貴
に
対
す
る
吾
等

の
覚
悟
は
弱
し
併
（
し
か
）

し
団
結
す
れ
ば
強
し
」

（
片
仮
名
は
平
仮
名
に
、

旧
仮
名
遣
い･

漢
字
は
現
在

の
も
の
に
改
め
て
い
ま
す
。
）

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

学
ん
で
活
用
、
わ
た
し
の
権
利

７
月
20
日
（
土
）
か
ら
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
授
業
が
な
い
時
期

に
こ
そ
、
活
用
で
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
の
交
渉
で
充

実
さ
せ
て
き
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
権
利
は
活
用
し
て
こ
そ
輝
く
も

の
で
す
。
私
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
時
に
活

用
で
き
る
の
か
、
折
に
触
れ
て
学
び
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎月15日締切
←Webでお見積
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36
年
目
を
迎
え
る
本
集
会
に
は
、

公
立
・
私
学
合
わ
せ
て
、
教
職
員
・

生
徒
・
保
護
者
が
全
国
か
ら
約
２
０

０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
は
、
今
年
が
子
ど
も
の
権
利

条
約
を
日
本
が
批
准
し
て
30
年
と
な

る
こ
と
か
ら
「
東
京
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
」｢

子
ど
も
の
権
利
条
約
市
民
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ｣

事
務
局
長
の
児
玉
洋
介
さ

ん
に
よ
る
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に

至
る
ま
で
の
１
０
０
年
の
歴
史
と
と

も
に
、
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
権

利
の
前
進
や
課
題
、
展
望
に
つ
い
て

の
基
調
報
告
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

特
別
発
言
と
し
て
、
私
学
の
保
護

者
か
ら
「
公
立
校
で
馴
染
め
な
か
っ

た
わ
が
子
が
、
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
ト

モ
エ
学
園
の
よ
う
な
学
校
へ
行
き
た

い
と
言
い
、
経
済
的
に
は
公
立
校
へ

行
っ
て
ほ
し
か
っ
た
が
中
学
か
ら
進

学
さ
せ
た
。
今
は
高
校
生
に
な
り
、

一
緒
に
私
学
助
成
拡
充
の
活
動
を
し

て
い
る
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
過
ご

せ
る
教
育
条
件
の
拡
充
を
」
と
訴
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
が
「
日
本
国
憲
法
と
子
ど

も
の
権
利
条
約
に
基
づ
い
て
、
当
然

保
障
さ
れ
る
べ
き
権
利
」
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
実
現
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
求
め
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
集

会
後
、
参
加
者
は
分
担
し
て
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
９
月
初
旬
に
北
九
州
で
の
ス
タ
ー

ト
集
会
・
署
名
行
動

▼
11
月
迄
、
全
国
で
署
名
行
動
、

▼
12
月
６
日
署
名
集
約
集
会

▼
25
年
２
月
下
旬
通
常
国
会
へ
署
名

提
出
行
動
。

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
全
国
署
名
の
運
動
を
広
げ
よ
う

７
月
12
日
（
金
）
、
東
京
都
内
で｢

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求

め
る
全
国
署
名｣

ス
タ
ー
ト
集
会
が
開
か
れ
、
全
教
北
九
州
か
ら

も
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
署
名
は
25
年
の
通
常
国
会
提
出

に
む
け
て
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
北
九
州
で
は
北
九
州

市
に
提
出
す
る
署
名
と
併
せ
て
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

７
月
12
日
（
金
）
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
全
国
署
名
」
ス
タ
ー
ト
集
会

軍
事
費
増
額
よ
り
教
育
予
算
の
増
額
を

あ
の
日
か
ら
変
わ
ら
な
い
景
色
が
今
も
広
が
る
能
登
半
島

全
国
災
対
連
（
災
害
被
災
者
支
援
と
災
害
対
策
改
善
を
求
め
る

全
国
連
絡
会
）
第
５
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
6
月
28
日
（
金
）
か

ら
30
日
（
日
）
の
3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
教
北
九
州
か
ら
1

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
災
対
連

能
登
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

能登半島地震今
回
、
石
川
災
対
連
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
要
請
が
あ
っ
た
の
は
、
地
震
と
津

波
被
害
の
大
き
か
っ
た
珠
洲
市
の
石

川
県
労
連
（
石
川
県
労
働
組
合
総
連

合
）
組
合
員
や
石
川
勤
労
者
医
療
協

会
輪
島
診
療
所
か
ら
で
し
た
。
解
体

予
定
の
家
屋
か
ら
家
具
な
ど
を
運
び

出
す
作
業
を
し
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
能
登
町
に
あ
る
「
い
か
の
駅

つ
く
モ
ー
ル
」
で
被
災
者
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
話
さ
れ
た
の
は
、
大

阪
で
国
交
労
連
（
日
本
国
家
公
務
員

労
働
組
合
連
合
会
）
の
組
合
員
だ
っ

た
方
と
東
京
で
全
教
（
全
日
本
教
職

員
組
合
）
の
組
合
員
だ
っ
た
方
で
す
。

「
正
月
に
親
戚
が
集
ま
り
、
楽
し

く
く
つ
ろ
い
で
い
た
矢
先
の
出
来
事

で
し
た
。
幸
い
我
が
家
は
、
住
む
に

は
大
丈
夫
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
も
う

す
ぐ
半
年
、
傷
つ
い
た
道
路
、
全
壊

し
た
家
屋
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
変

わ
ら
な
い
景
色
が
今
も
広
が
っ
て
い

ま
す…

」

「
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
活

動
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
」

「
阪
神
や
東
北
大
震
災
で
は
車
や

人
が
行
き
交
い
復
興
に
向
け
て
活
気

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
て
い
た
。
能
登
半

島
は
本
当
に
静
か
だ
。
ま
る
で
能
登

半
島
の
付
け
根
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

み
た
い
。
一
つ
救
い
だ
っ
た
の
は
、

大
き
な
痛
手
を
受
け
た
珠
洲
市
に
原

発
が
無
か
っ
た
こ
と
。
住
民
の
反
対

運
動
の
お
か
げ
だ
。
こ
の
地
震
大
国

日
本
に
原
発
は
い
ら
な
い
。
」

第60回県生研大会in北九州
トラウマインフォームドケアと生活指導

期日
8月9日（金）10日（土）
両日とも10時開会

会場 北九州市立大学北方キャンパス本館

基調
講演

楠凡之さん（北九州市立大学文学部教授）
8月9日 10時15分から12時15分

参加費

教職員
2000円（通し）1500円（1日参加）
オンライン参加
1000円（資料は各自で印刷して下さい）
学生は無料です

主催 福岡県生活指導研究協議会

後援 北九州市･北九州市教育委員会

数学教育協議会第58回九州地区研究大会
未来をひらく算数･数学を

～子どもとつくろう！楽しくと生活指導～

期日
8月17日（土）9時30分から
8月18日（日）10時から

会場 福岡市立内浜小学校

記念
講演

野上俊一さん（中村学園大学教育学部教授）
8月17日 9時30分から12時00分の間

参加費

教職員 4000円
教職員以外 1500円
記念講演のみ参加
すべて 1000円（会場･オンライン共通）

主催 九州地区数学教育協議会

後援 福岡市教育委員会


